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(57)【要約】
【課題】道路の始点及び終点で特定される区間それぞれ
で車両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を
算出することができる評価値算出装置、コンピュータプ
ログラム及び評価値算出方法を提供する。
【解決手段】車両情報取得部１１は、道路を走行した車
両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集す
る。エネルギー効率算出部１３は、収集した車両情報に
基づいて、道路の複数のリンクそれぞれでの車両のエネ
ルギー効率を算出する。評価値算出部１６は、エネルギ
ー効率算出部１３で算出した２つのリンクそれぞれでの
エネルギー効率の比に基づいて、当該２つのリンクの一
方のリンクでのエネルギー効率に関する評価値を算出す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路の始点及び終点で特定される区間それぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に
関する評価値を算出する装置であって、
　道路を走行した車両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集する車両情報収
集手段と、
　該車両情報収集手段で収集した車両情報に基づいて、道路の複数の区間それぞれでの車
両のエネルギー効率を算出する効率算出手段と、
　該効率算出手段で算出した２つの区間でのエネルギー効率の比に基づいて、該２つの区
間の一方のエネルギー効率に関する評価値を算出する評価値算出手段と
　を備えることを特徴とする評価値算出装置。
【請求項２】
　道路の複数の区間の中から基準区間を設定する設定手段を備え、
　前記評価値算出手段は、
　設定された基準区間と該基準区間以外の区間でのエネルギー効率の比に基づいて、該基
準区間以外の区間のエネルギー効率に関する評価値を算出するように構成してあることを
特徴とする請求項１に記載の評価値算出装置。
【請求項３】
　前記評価値算出手段は、
　評価値を算出した評価済区間と評価値を算出していない区間とのエネルギー効率の比に
基づいて、該評価値を算出していない区間のエネルギー効率に関する評価値を算出するよ
うに構成してあることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の評価値算出装置。
【請求項４】
　評価値に対応付けた区間の勾配を記憶する記憶手段と、
　前記評価値算出手段で算出した区間の評価値に基づいて、該区間の勾配を特定する特定
手段と
　を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の評価値算出装
置。
【請求項５】
　前記車両情報収集手段は、
　車両の種別に関する車両情報を収集するようにしてあり、
　前記評価値算出手段は、
　種別の異なる車両がともに走行した区間での該車両それぞれの評価値を算出するように
してあり、
　前記評価値算出手段で算出した評価値の比に基づいて、種別間のエネルギー効率の大小
を示す種別係数を算出する種別係数算出手段を備え、
　前記評価値算出手段は、
　前記種別係数算出手段で算出した種別係数及び対象区間で算出した一の種別の車両の評
価値に基づいて、該対象区間での他の種別の車両の評価値を算出するように構成してある
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の評価値算出装置。
【請求項６】
　前記車両情報収集手段は、
　車両の速度を含む車両情報を収集するようにしてあり、
　対象区間での車両の停止時間又は旅行時間を算出する時間算出手段と、
　該時間算出手段で算出した前記対象区間での停止時間が所定の停止時間閾値より大きい
場合、又は旅行時間が所定の旅行時間閾値より大きい場合、前記対象区間をエネルギー効
率の算出区間から除外する効率算出除外手段と
　を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の評価値算出装
置。
【請求項７】
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　前記車両情報収集手段は、
　車両の加速度を含む車両情報を収集するようにしてあり、
　対象区間での車両の加速度が所定の加速度閾値より大きい場合、前記対象区間をエネル
ギー効率の算出区間から除外する効率算出除外手段と
　を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の評価値算出装
置。
【請求項８】
　前記効率算出手段で算出した対象区間でのエネルギー効率が所定の効率閾値より大きい
場合、該対象区間を評価値の算出区間から除外する評価値算出除外手段を備えることを特
徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の評価値算出装置。
【請求項９】
　前記効率算出手段で算出した対象区間でのエネルギー効率及び所定の閾値に基づいて、
該対象区間が平坦区間、上り坂区間又は下り坂区間のいずれであるかを判定する区間判定
手段を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の評価値算出
装置。
【請求項１０】
　道路の地図情報を記憶する記憶手段と、
　道路の地図上で目的地を設定する目的地設定手段と、
　車両の位置から設定された目的地までの区間それぞれで算出した評価値に基づいて、前
記目的地までの経路を特定する経路特定手段と
　を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の評価値算出装
置。
【請求項１１】
　前記車両情報収集手段は、
　車両の車載量又は車載品の使用状況を含む諸量に関する車両情報を収集するようにして
あり、
　前記評価値算出手段で評価値が算出された区間で車両の評価値と前記諸量とを対応付け
て記憶する記憶手段と、
　経路を特定する対象車両の諸量を取得する諸量取得手段と
　を備え、
　前記経路特定手段は、
　前記諸量取得手段で取得した諸量に対応する評価値に基づいて、前記目的地までの経路
を特定するように構成してあることを特徴とする請求項１０に記載の評価値算出装置。
【請求項１２】
　コンピュータに、道路の始点及び終点で特定される区間それぞれで車両が走行する際の
エネルギー効率に関する評価値を算出させるためのコンピュータプログラムであって、
　コンピュータに、
　道路を走行した車両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報に基づいて、道路の複
数の区間それぞれでの車両のエネルギー効率を算出するステップと、
　算出した２つの区間でのエネルギー効率の比に基づいて、該２つの区間の一方のエネル
ギー効率に関する評価値を算出するステップと
　を実行させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　道路の始点及び終点で特定される区間それぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に
関する評価値を算出する装置による評価値算出方法であって、
　道路を走行した車両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集するステップと
、
　収集された車両情報に基づいて、道路の複数の区間それぞれでの車両のエネルギー効率
を算出するステップと、
　算出された２つの区間でのエネルギー効率の比に基づいて、該２つの区間の一方のエネ
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ルギー効率に関する評価値を算出するステップと
　を含むことを特徴とする評価値算出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、道路の始点及び終点で特定される区間それぞれで車両が走行する際のエネル
ギー効率に関する評価値を算出する評価値算出装置、該評価値算出装置を実現するための
コンピュータプログラム及び評価値算出方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、地球温暖化などの地球環境への影響という観点から、自動車などの車両のエネル
ギー効率を改善するための研究や技術開発が活発に行われている。例えば、ガソリン車又
はハイブリッド車などの燃費の向上、あるいは電気自動車などの電費の向上を図る取り組
みが行われている。
【０００３】
　一方で、目的地までの最適な経路を探索し、探索した経路を運転者へ提供するナビゲー
ションシステムの普及も進み、多くの車両でナビゲーション装置が搭載されている。
【０００４】
　そして、目的地までの経路を運転者に提供する場合に、車両のエネルギー効率が最適な
経路を特定する技術も考案されている。例えば、高速道路、市街地、郊外、あるいは山道
などの道路種別に対応する自動車の燃費データをデータベースに登録しておき、自動車の
燃費が最も向上すると予想される経路を特定して、燃費情報を提供する燃費情報提供装置
が開示されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１６３５８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の装置にあっては、道路種別毎に車両の燃費情報を登録しているものの、同
じ道路種別の道路を走行する場合でも、車両の走行状態が変化すれば、車両の燃費情報は
変わり得る。したがって、道路の種別にかかわらず、道路を適当な区間（リンクとも称す
る）で区分し、区間毎のきめ細やかな燃費情報を求めることが必要である。
【０００７】
　また、日本中に設けられた道路は膨大な数であり、また、新規に開通する道路も存在す
るため道路状況は変動する。このため、各道路の燃費情報を、例えば、測量等で実測して
求めることは現実的ではない。
【０００８】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであり、道路の始点及び終点で特定される
区間それぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を算出することができ
る評価値算出装置、該評価値算出装置を実現するためのコンピュータプログラム及び評価
値算出方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１発明に係る評価値算出装置は、道路の始点及び終点で特定される区間それぞれで車
両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を算出する装置であって、道路を走行し
た車両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集する車両情報収集手段と、該車
両情報収集手段で収集した車両情報に基づいて、道路の複数の区間それぞれでの車両のエ
ネルギー効率を算出する効率算出手段と、該効率算出手段で算出した２つの区間でのエネ
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ルギー効率の比に基づいて、該２つの区間の一方のエネルギー効率に関する評価値を算出
する評価値算出手段とを備えることを特徴とする。
【００１０】
　第２発明に係る評価値算出装置は、第１発明において、道路の複数の区間の中から基準
区間を設定する設定手段を備え、前記評価値算出手段は、設定された基準区間と該基準区
間以外の区間でのエネルギー効率の比に基づいて、該基準区間以外の区間のエネルギー効
率に関する評価値を算出するように構成してあることを特徴とする。
【００１１】
　第３発明に係る評価値算出装置は、第１発明又は第２発明において、前記評価値算出手
段は、評価値を算出した評価済区間と評価値を算出していない区間とのエネルギー効率の
比に基づいて、該評価値を算出していない区間のエネルギー効率に関する評価値を算出す
るように構成してあることを特徴とする。
【００１２】
　第４発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第３発明のいずれか１つにおいて、評
価値に対応付けた区間の勾配を記憶する記憶手段と、前記評価値算出手段で算出した区間
の評価値に基づいて、該区間の勾配を特定する特定手段とを備えることを特徴とする。
【００１３】
　第５発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第４発明のいずれか１つにおいて、前
記車両情報収集手段は、車両の種別に関する車両情報を収集するようにしてあり、前記評
価値算出手段は、種別の異なる車両がともに走行した区間での該車両それぞれの評価値を
算出するようにしてあり、前記評価値算出手段で算出した評価値の比に基づいて、種別間
のエネルギー効率の大小を示す種別係数を算出する種別係数算出手段を備え、前記評価値
算出手段は、前記種別係数算出手段で算出した種別係数及び対象区間で算出した一の種別
の車両の評価値に基づいて、該対象区間での他の種別の車両の評価値を算出するように構
成してあることを特徴とする。
【００１４】
　第６発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第５発明のいずれか１つにおいて、前
記車両情報収集手段は、車両の速度を含む車両情報を収集するようにしてあり、対象区間
での車両の停止時間又は旅行時間を算出する時間算出手段と、該時間算出手段で算出した
前記対象区間での停止時間が所定の停止時間閾値より大きい場合、又は旅行時間が所定の
旅行時間閾値より大きい場合、前記対象区間をエネルギー効率の算出区間から除外する効
率算出除外手段とを備えることを特徴とする。
【００１５】
　第７発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第５発明のいずれか１つにおいて、前
記車両情報収集手段は、車両の加速度を含む車両情報を収集するようにしてあり、対象区
間での車両の加速度が所定の加速度閾値より大きい場合、前記対象区間をエネルギー効率
の算出区間から除外する効率算出除外手段とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　第８発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第７発明のいずれか１つにおいて、前
記効率算出手段で算出した対象区間でのエネルギー効率が所定の効率閾値より大きい場合
、該対象区間を評価値の算出区間から除外する評価値算出除外手段を備えることを特徴と
する。
【００１７】
　第９発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第８発明のいずれか１つにおいて、前
記効率算出手段で算出した対象区間でのエネルギー効率及び所定の閾値に基づいて、該対
象区間が平坦区間、上り坂区間又は下り坂区間のいずれであるかを判定する区間判定手段
を備えることを特徴とする。
【００１８】
　第１０発明に係る評価値算出装置は、第１発明乃至第９発明のいずれか１つにおいて、
道路の地図情報を記憶する記憶手段と、道路の地図上で目的地を設定する目的地設定手段
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と、車両の位置から設定された目的地までの区間それぞれで算出した評価値に基づいて、
前記目的地までの経路を特定する経路特定手段とを備えることを特徴とする。
【００１９】
　第１１発明に係る評価値算出装置は、第１０発明において、前記車両情報収集手段は、
車両の車載量又は車載品の使用状況を含む諸量に関する車両情報を収集するようにしてあ
り、前記評価値算出手段で評価値が算出された区間で車両の評価値と前記諸量とを対応付
けて記憶する記憶手段と、経路を特定する対象車両の諸量を取得する諸量取得手段とを備
え、前記経路特定手段は、前記諸量取得手段で取得した諸量に対応する評価値に基づいて
、前記目的地までの経路を特定するように構成してあることを特徴とする。
【００２０】
　第１２発明に係るコンピュータプログラムは、コンピュータに、道路の始点及び終点で
特定される区間それぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を算出させ
るためのコンピュータプログラムであって、コンピュータに、道路を走行した車両の位置
及びエネルギー消費に関する車両情報に基づいて、道路の複数の区間それぞれでの車両の
エネルギー効率を算出するステップと、算出した２つの区間でのエネルギー効率の比に基
づいて、該２つの区間の一方のエネルギー効率に関する評価値を算出するステップとを実
行させることを特徴とする。
【００２１】
　第１３発明に係る評価値算出方法は、道路の始点及び終点で特定される区間それぞれで
車両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を算出する装置による評価値算出方法
であって、道路を走行した車両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集するス
テップと、収集された車両情報に基づいて、道路の複数の区間それぞれでの車両のエネル
ギー効率を算出するステップと、算出された２つの区間でのエネルギー効率の比に基づい
て、該２つの区間の一方のエネルギー効率に関する評価値を算出するステップとを含むこ
とを特徴とする。
【００２２】
　第１発明、第１２発明及び第１３発明にあっては、車両情報収集手段は、道路を走行し
た車両の位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集する。車両情報の収集は、車両
から送信されるプローブ情報（「フローティングカーデータ」とも称する）を収集するこ
とにより行うことができる。プローブ情報は、例えば、所定の周期（例えば、数秒毎）で
の車両の位置、当該位置を通過する時刻、車両のエネルギー消費量（例えば、燃料消費量
又は電力消費量など）、車両を識別する識別番号などの情報を含む。また、車両情報を収
集する場合、例えば、１回の走行で取得することができる車両情報を車両毎に収集するこ
とができる。１回の走行に限定した場合、エネルギー消費量に影響を与えると考えられる
走行状態、車載量又は電装品等の使用状況などのバラツキを少なく抑えることが可能とな
る。
【００２３】
　効率算出手段は、収集した車両情報に基づいて、道路の複数の区間（「リンク」とも称
する）それぞれでの車両のエネルギー効率（例えば、燃費又は電費など）を算出する。道
路の区間は、予め定めておくことができ、交差点間の道路だけでなく、道路上の所望の始
点と終点との間の区間も含む。エネルギー効率は、区間の距離（走行距離）を、当該区間
を走行した際のエネルギー消費量で除算することにより、単位燃料消費量（例えば、ガソ
リン等の燃料の場合には１リットル、また、電気等の場合には１ｋＷｈ）当たりの走行距
離で表すことができる。
【００２４】
　評価値算出手段は、２つの区間で算出されたエネルギー効率の比に基づいて、当該２つ
の区間の一方のエネルギー効率に関する評価値を算出する。エネルギー効率に関する評価
値は、例えば、エネルギー消費量の比であり、燃費係数（又は電費係数）ということがで
きる。例えば、区間１、２、３それぞれの燃費がａ１、ａ２、ａ３であるとし、区間１を
基準の区間とした場合、区間２の評価値（燃費係数）Ａ２は、ａ２／ａ１で表すことがで
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き、区間３の評価値（燃費係数）Ａ３は、ａ３／ａ１で表すことができる。上述のように
、道路の区間を交差点間の区間だけでなく、道路上の所望の地点間で区分し、区間毎の評
価値を算出するので、道路を走行する車両の燃費又は電費を精度よく求めることができる
。特に、道路が上り坂であるか下り坂であるかによって燃費又は電費に大きな影響を与え
るので、例えば、道路の区間中に上り坂と下り坂の両方が含まれないように区間を設定し
ておくことにより、燃費又は電費を精度よく求めることができる。また、車両情報を収集
するだけ、車両が走行した区間の評価値を算出することができるので、各道路の燃費情報
を、例えば、測量等で実測して求める必要もなく、道路の始点及び終点で特定される区間
それぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を算出することができる。
【００２５】
　第２発明にあっては、設定手段は、道路の複数の区間の中から基準区間を設定する。基
準区間（「基準リンク」とも称する）は、例えば、道路網内の区間であって、上り坂及び
下り坂を含まない、始点と終点との間で高さ（高度）の差が少ない平坦な道路とすること
ができる。なお、基準区間は、車両のエネルギー消費量を実測した区間でもよく、算出し
たエネルギー消費量が基準範囲内にある区間でもよい。評価値算出手段は、設定された基
準区間と当該基準区間以外の区間でのエネルギー効率の比に基づいて、当該基準区間以外
の区間のエネルギー効率に関する評価値を算出する。これにより、ごくわずかな基準区間
を予め設定しておくだけで、基準区間と対比した態様で基準区間以外の区間（「対象区間
」、「対象リンク」とも称する）での評価値を算出することができるとともに、評価値が
存在しない区間に対しても評価値を求めることができ、道路網の隅々まで評価値を求める
ことが可能となる。
【００２６】
　第３発明にあっては、評価値を算出した評価済区間と評価値を算出していない区間との
エネルギー効率の比に基づいて、当該区間（評価値を算出していない区間）のエネルギー
効率に関する評価値を算出する。これにより、評価値が存在しない区間に対しても評価値
を求めることができ、道路網の隅々まで評価値を求めることが可能となる。
【００２７】
　第４発明にあっては、記憶手段は、評価値に対応付けた区間の勾配を記憶する。区間の
勾配は、例えば、上り坂又は下り坂などの角度である。評価値に対応付けた区間の勾配は
、例えば、評価値（燃費係数又は電費係数）を値の大小によって区分けし、それぞれの区
分けに対応する勾配が、平坦な区間（平坦区間）であれば０度、上り坂の区間（上り坂区
間）であれば１度、２度、…、また、下り坂の区間（下り坂区間）であれば-１度、-２度
、…のように対応付けることができる。特定手段は、算出した区間の評価値に基づいて、
当該区間の勾配を特定する。これにより、道路網の各区間の勾配を網羅的に把握すること
ができる。
【００２８】
　第５発明にあっては、車両情報収集手段は、車両の種別に関する車両情報を収集する。
車両の種別（「車クラス」とも称する）は、例えば、軽自動車、普通車、大型車などのよ
うに、燃費又は電費の大小関係において車両の種類を分類することができるものである。
評価値算出手段は、種別の異なる車両がともに走行した区間での当該車両それぞれの評価
値を算出する。例えば、車両Ｃ１が、道路Ｒ１の区間１、２、３、４を走行したとし、区
間１、２、３、４での評価値をＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４とする。また、車両Ｃ１と種別の
異なる車両Ｃ２が、道路Ｒ２の区間１１、１２、３、１４を走行したとし、区間１１、１
２、３、１４での評価値をＢ１１、Ｂ１２、Ｂ３、Ｂ１４とする。道路Ｒ１、Ｒ２は区間
３で一緒になり、区間３は、車両Ｃ１、Ｃ２が共に走行した区間である。
【００２９】
　種別係数算出手段は、算出した評価値の比に基づいて、種別間のエネルギー効率の大小
を示す種別係数を算出する。例えば、区間３での車両Ｃ１の評価値がＡ３であり、車両Ｃ
２の評価値がＢ３であるとすると、種別係数Ｇは、例えば、Ｇ＝Ｂ３／Ａ３として算出す
ることができる。そして、評価値算出手段は、算出した種別係数Ｇ及び対象区間（区間１
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、２、４）で算出した一の種別の車両（車両Ｃ１）の評価値に基づいて、当該対象区間（
区間１、２、４）での他の種別の車両（車両Ｃ２）の評価値を算出する。例えば、車両Ｃ
２が走行していない区間１、２、４での車両Ｃ２の評価値Ｂ１、Ｂ２、Ｂ４は、それぞれ
Ｂ１＝Ｇ×Ａ１、Ｂ２＝Ｇ×Ａ２、Ｂ４＝Ｇ×Ａ４で求めることができる。種別の異なる
車両が共通に走行した区間を特定するとともに、特定した区間でのエネルギー効率の大小
を示す種別係数を算出することにより、ある種別の車両が走行していない対象区間が存在
しても、当該種別の車両の当該対象区間での評価値を求めることができ、道路網の隅々ま
で評価値を求めることが可能となる。
【００３０】
　第６発明にあっては、車両情報収集手段は、車両の速度を含む車両情報を収集する。時
間算出手段は、対象区間での車両の停止時間又は旅行時間を算出する。停止時間は、対象
区間を走行する間に停止した時間の合計であり、例えば、車両の速度が所定の速度閾値以
下となった時間により算出することができる。また、旅行時間は、対象区間を通行するの
に要した時間である。効率算出除外手段は、算出した停止時間が所定の停止時間閾値より
大きい場合、又は旅行時間が所定の旅行時間閾値より大きい場合、当該対象区間をエネル
ギー効率の算出区間から除外する。停止時間又は旅行時間がそれぞれの閾値より大きい場
合には、例えば、渋滞等が発生していると考えられる。そして、渋滞が発生している状況
では、車両の走行状態も変化し、燃費又は電費の大小にも無視できない影響を与える。そ
こで、停止時間又は旅行時間がそれぞれの閾値より大きい場合には、エネルギー効率の算
出に無視できない要因が入ることを防止すべく当該対象区間を除外する。これにより、車
両の走行状況に影響されずに精度良くエネルギー効率又は評価値を算出することができる
。
【００３１】
　第７発明にあっては、車両情報収集手段は、車両の加速度を含む車両情報を収集する。
効率算出除外手段は、対象区間での車両の加速度が所定の加速度閾値より大きい場合、当
該対象区間をエネルギー効率の算出区間から除外する。ある車両の加速度が所定の加速度
閾値より大きい場合には、例えば、当該車両が他の車両を追い越したと考えられる。そし
て、追い越しが発生している状況では、車両の走行状態も変化し、また、運転の個人差に
よっても燃費又は電費の大小にも無視できない影響を与える。そこで、加速度が閾値より
大きい場合には、エネルギー効率の算出に無視できない要因が入ることを防止すべく当該
対象区間を除外する。これにより、車両の走行状況に影響されずに精度良くエネルギー効
率又は評価値を算出することができる。
【００３２】
　第８発明にあっては、評価値算出除外手段は、対象区間でのエネルギー効率が所定の効
率閾値より大きい場合、当該対象区間を評価値の算出区間から除外する。エネルギー効率
（燃費又は電費）が所定の効率閾値より大きい場合は、例えば、下り坂区間、あるいは燃
料又は電力を消費しない区間であり、車両のエンジンブレーキ又は回生エネルギーなどの
要因が発生するため、エネルギー消費のメカニズムが、平坦区間、上り坂区間などと比較
して異なると考えられるので評価値を正しく求めることができない。そこで、エネルギー
効率が所定の効率閾値より大きい区間を評価値の算出区間から除外することにより、精度
良く評価値を算出することができる。
【００３３】
　第９発明にあっては、区間判定手段は、対象区間でのエネルギー効率及び所定の閾値に
基づいて、当該対象区間が平坦区間、上り坂区間又は下り坂区間のいずれであるかを判定
する。例えば、基準区間の燃費をａとした場合、ある区間の燃費がａ±２％以内の場合は
当該区間を平坦区間と判定し、ある区間の燃費がａ-２％より小さい場合は当該区間を上
り区間と判定し、ある区間の燃費がａ＋２％より大きい場合は当該区間を下り区間と判定
することができる。なお、所定の閾値は適宜設定することができる。エネルギー効率と閾
値とを比較することにより、道路網の中のごくわずかな基準区間での燃費又は電費が分か
れば、他の多くの区間がどのような区間であるか、すなわち、平坦区間、上り坂区間又は
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下り坂区間の別を判定することができる。
【００３４】
　第１０発明にあっては、道路の地図情報を記憶しておき、道路の地図上で目的地を設定
する。経路特定手段は、車両の位置から設定された目的地までの区間それぞれで算出した
評価値に基づいて、目的地までの経路を特定する。例えば、車両の出発地又は現在地点か
ら目的地までの経路が複数存在する場合、それぞれの経路に含まれる各区間での評価値の
合計値が最も大きい（燃費又は電費が最も良い）経路を特定する。これにより、目的地ま
での燃料消費（電力消費）を予想することができるとともに、最も効率のよい経路を特定
することができる。
【００３５】
　第１１発明にあっては、車両情報収集手段は、車両の車載量又は車載品の使用状況を含
む諸量に関する車両情報を収集する。車両の車載量は、搭載した荷物の重量、搭乗員の重
量（又は搭乗員数）などである。なお、車載量は、車両に設けられたセンサ等で検知すれ
ばよい。車載品は、例えば、電装品であり、エアコン、オーディオ、ヘッドライト等であ
る。また、記憶手段は、評価値と諸量とを対応付けて記憶する。例えば、各区間について
、車載量をいくつかの区分に分け、車載品の使用状況をいくつかの区分に分けたマトリク
スを生成し、マトリクスの各要素に評価値を割り当てることにより、評価値と諸量とを対
応付けることができる。なお、評価値と諸量との対応付けは、車両の種別毎に記憶するこ
ともできる。
【００３６】
　諸量取得手段は、経路を特定する対象車両の諸量を取得する。経路特定手段は、取得し
た諸量に対応する評価値に基づいて、目的地までの経路を特定する。例えば、車両の出発
地又は現在地点から目的地までの経路が複数存在する場合、それぞれの経路に含まれる各
区間での対象車両が具備する諸量（搭載量、電装品の使用状況など）に対応する評価値の
合計値が最も大きい（燃費又は電費が最も良い）経路を特定する。これにより、車両の状
態（諸量）に応じて、最も効率のよい経路を特定することができる。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によれば、道路の区間それぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に関する評
価値を算出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本実施の形態の評価値算出装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】本実施の形態の評価値算出装置による評価値の算出を行う道路網の一例を示す模
式図である。
【図３】本実施の形態の評価値算出装置による評価値の算出例を示す説明図である。
【図４】本実施の形態の評価値算出装置による種別の異なる車両に基づく評価値の算出例
を示す説明図である。
【図５】本実施の形態の評価値算出装置によるリンクのカテゴリーの判定例を示す説明図
である。
【図６】本実施の形態の評価値算出装置によるリンクの勾配の特定方法の一例を示す説明
図である。
【図７】本実施の形態の評価値算出装置による評価値算出の処理手順の一例を示すフロー
チャートである。
【図８】本実施の形態の評価値算出装置による経路特定の一例を示す説明図である。
【図９】本実施の形態の評価値データベースの構成の一例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明を実施の形態を示す図面に基づいて説明する。図１は本実施の形態の評価
値算出装置１００の構成の一例を示すブロック図であり、図２は本実施の形態の評価値算
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出装置１００による評価値の算出を行う道路網の一例を示す模式図である。図１に示すよ
うに、評価値算出装置１００は、装置全体を制御する制御部１０、車両情報取得部１１、
記憶部１２、エネルギー効率算出部１３、区間判定部１４、基準区間設定部１５、評価値
算出部１６、勾配特定部１７、種別係数算出部１８、区間除去部１９、入力情報取得部２
０、経路特定部２１などを備える。本実施の形態の評価値算出装置１００は、道路網内の
任意の区間（「リンク」ともいう）での評価値を算出するものである。
【００４０】
　まず、道路の区間について説明する。なお、以下の説明では、区間をリンクと称する。
図２に示すように、道路網内において、複数の道路が交差点で交差している。リンクは、
交差点間の道路区間だけでなく、交差点間の区間でない道路上の所望の始点と終点との間
の道路区間も含む。図２中では、道路上の丸印間がリンクである。また、１つの道路が一
方通行でなく双方向通行である場合には、１つの同じ道路区間に対して、車両の走行方向
に応じて２つのリンクを設定することができる。リンクは、予め設定しておくことができ
る。なお、リンクの始点、終点などの位置情報及び区間距離などの情報は、記憶部１２に
記憶しておくことができる。
【００４１】
　車両情報取得部１１は、車両情報収集手段としての機能を有し、道路を走行した車両の
位置及びエネルギー消費に関する車両情報を収集する。車両情報の収集は、車両から送信
されるプローブ情報（「フローティングカーデータ」とも称する）を収集することにより
行うことができる。プローブ情報は、例えば、所定の周期（例えば、数秒毎）での車両の
位置、当該位置を通過する時刻、車両のエネルギー消費量（例えば、燃料消費量又は電力
消費量など）、車両を識別する識別番号などの情報を含む。
【００４２】
　プローブ情報の収集には、車両に搭載した車載機と通信可能な通信装置を経由して行う
ことができる。例えば、道路網の適宜の位置に光ビーコンを設置しておき、車両が光ビー
コンとの通信可能領域を通過する際に車載機からプローブ情報を光ビーコンで受信し、受
信したプローブ情報を評価値算出装置１００へ送信する。また、光ビーコンに代えて、電
波ビーコン、ＲＦＩＤ若しくはＤＳＲＣ等の狭域通信機能を有する路上通信装置、ＵＨＦ
帯若しくはＶＨＦ帯などの無線ＬＡＮ等の中域通信機能、又は携帯電話、ＰＨＳ、多重Ｆ
Ｍ放送若しくはインターネット通信などの広域通信機能を備える通信装置であってもよい
。
【００４３】
　また、車両情報を収集する場合、例えば、１回の走行で取得することができる車両情報
を車両毎に収集することができる。ここで、１回の走行とは、例えば、１日の間の走行、
昼間の時間帯の走行、夜間の時間帯の走行などである。１回の走行に限定した場合、エネ
ルギー消費量に影響を与えると考えられる走行状態、車載量又は電装品等の使用状況など
のバラツキを少なく抑えることが可能となる。
【００４４】
　記憶部１２は、道路網の地図情報、各リンクの情報（例えば、リンクの始点、終点など
の位置情報及びリンクの距離などの情報）、車両情報取得部１１を介して収集された車両
情報などを記憶する。
【００４５】
　エネルギー効率算出部１３は、効率算出手段としての機能を有し、収集した車両情報に
基づいて、道路の複数のリンクそれぞれでの車両のエネルギー効率を算出する。エネルギ
ー効率は、例えば、燃費又は電費である。すなわち、エネルギー効率は、リンクの距離（
走行距離）を、当該リンクを走行した際のエネルギー消費量（消費燃料又は消費電力）で
除算することにより、単位燃料消費量（例えば、ガソリン等の燃料の場合には１リットル
、また、電気等の場合には１ｋＷｈ）当たりの走行距離で表すことができる。なお、以下
の説明では、エネルギー効率として、主に燃費について説明するが、電費の場合も同様で
ある。
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【００４６】
　評価値算出部１６は、評価値算出手段としての機能を有し、エネルギー効率算出部１３
で算出した２つのリンクそれぞれでのエネルギー効率の比に基づいて、当該２つのリンク
の一方のリンクでのエネルギー効率に関する評価値を算出する。エネルギー効率に関する
評価値は、例えば、エネルギー消費量の比であり、燃費係数（又は電費係数）ということ
ができる。
【００４７】
　図３は本実施の形態の評価値算出装置１００による評価値の算出例を示す説明図である
。図３においては、簡略化のため、道路上でリンク１、２、３、４が存在するとする。図
３では、車両がリンク１、２、３、４の順で走行したとする。なお、逆方向に走行したと
してもよい。図３に示すように、リンク１、２、３、４それぞれの燃費がａ１、ａ２、ａ
３、ａ４であるとし、リンク１を基準リンクとした場合、リンク２の評価値（燃費係数）
Ａ２は、ａ２／ａ１で表すことができ、リンク３の評価値（燃費係数）Ａ３は、ａ３／ａ
１で表すことができ、リンク４の評価値（燃費係数）Ａ４は、ａ４／ａ１で表すことがで
きる。
【００４８】
　上述のように、交差点間の区間だけでなく、道路上の所望の地点間をリンクで区分し、
リンク毎の評価値を算出するので、道路を走行する車両の燃費又は電費を精度よく求める
ことができる。特に、道路が上り坂であるか下り坂であるかによって燃費又は電費に大き
な影響を与えるので、例えば、リンク中に、上り坂と下り坂の両方が含まれないように各
リンクを設定しておくことにより、燃費又は電費を精度よく求めることができる。また、
車両情報を収集するだけ、車両が走行したリンクの評価値を算出することができるので、
各道路の燃費情報を、例えば、測量等で実測して求める必要もなく、道路の始点及び終点
で特定されるリンクそれぞれで車両が走行する際のエネルギー効率に関する評価値を算出
することができる。
【００４９】
　基準区間設定部１５は、設定手段としての機能を有し、道路の複数のリンクの中から基
準リンクの設定を受け付ける。基準リンク（基準区間）は、例えば、道路網内のリンクで
あって、上り坂及び下り坂を含まない、始点と終点との間で高さ（高度）の差が少ない平
坦な道路区間とすることができる。なお、基準リンクは、車両のエネルギー消費量を実測
した区間でもよく、算出したエネルギー消費量が基準範囲内にある区間でもよい。
【００５０】
　評価値算出部１６は、２つの区間に代えて、設定された基準リンクと当該基準リンク以
外の対象リンク（例えば、評価値が算出されていないリンク）でのエネルギー効率の比に
基づいて、当該対象リンクのエネルギー効率に関する評価値を算出する。これにより、ご
くわずかな基準リンクを予め設定しておくだけで、基準リンクと対比した態様で基準リン
ク以外の対象リンクでの評価値を算出することができるとともに、評価値が存在しないリ
ンクに対しても評価値を求めることができ、道路網の隅々まで評価値を求めることが可能
となる。
【００５１】
　また、評価値算出部１６は、評価値を算出した評価済リンクと評価値を算出していない
リンクとのエネルギー効率の比に基づいて、当該リンク（評価値を算出していないリンク
）のエネルギー効率に関する評価値を算出する。これにより、評価値が存在しないリンク
に対しても評価値を求めることができ、道路網の隅々まで評価値を求めることが可能とな
る。
【００５２】
　上述の例では、車両の種別は特に考慮していない。すなわち、車両の種別が同じ場合で
も、異なる場合でも上述のように評価値を算出することができる。さらに、車両の種別を
考慮することにより、精度よく評価値を算出することができる。以下、この点について説
明する。
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【００５３】
　車両情報取得部１１は、車両の種別に関する車両情報を収集する。車両の種別（「車ク
ラス」とも称する）は、例えば、軽自動車、普通車、大型車などのように、燃費又は電費
の大小関係において車両の種類を分類することができるものである。
【００５４】
　評価値算出部１６は、種別の異なる車両がともに走行した区間での当該車両それぞれの
評価値（燃費係数）を算出する。
【００５５】
　図４は本実施の形態の評価値算出装置１００による種別の異なる車両に基づく評価値の
算出例を示す説明図である。図４では、道路Ｒ１上でリンク１、２、３、４が存在し、道
路Ｒ２上でリンク１１、１２、３、１４が存在するとする。すなわち、道路Ｒ１、Ｒ２は
、リンク３の道路区間で一緒になっている。そして、図４に示すように、例えば、車両Ｃ
１が、道路Ｒ１のリンク１、２、３、４を走行したとし、リンク１、２、３、４での評価
値をＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４とする。また、車両Ｃ１と種別の異なる車両Ｃ２が、道路Ｒ
２のリンク１１、１２、３、１４を走行したとし、リンク１１、１２、３、１４での評価
値をＢ１１、Ｂ１２、Ｂ３、Ｂ１４とする。リンク３は、車両Ｃ１、Ｃ２が共に走行した
区間である。また、この場合、車両Ｃ２は、リンク１、２、４を走行していないので、リ
ンク１、２、４での評価値は判らない。
【００５６】
　種別係数算出部１８は、種別係数算出手段としての機能を有し、評価値算出部１６で算
出した種別の異なる車両同士の評価値の比に基づいて、種別間のエネルギー効率の大小を
示す種別係数を算出する。例えば、図４に示すように、リンク３での車両Ｃ１の評価値が
Ａ３であり、車両Ｃ２の評価値がＢ３であるとすると、種別係数Ｇは、例えば、Ｇ＝Ｂ３
／Ａ３として算出することができる。
【００５７】
　そして、評価値算出部１６は、種別係数算出部１８で算出した種別係数Ｇ及び対象リン
ク（図４の例では、リンク１、２、４）で算出した一の種別の車両（図４の例では、車両
Ｃ１）の評価値（燃費係数）に基づいて、当該対象リンク（図４の例では、リンク１、２
、４）での他の種別の車両（図４の例では、車両Ｃ２）の評価値（燃費係数）を算出する
。
【００５８】
　図４に示すように、車両Ｃ２が走行していないリンク１、２、４での車両Ｃ２の評価値
Ｂ１、Ｂ２、Ｂ４は、それぞれＢ１＝Ｇ×Ａ１、Ｂ２＝Ｇ×Ａ２、Ｂ４＝Ｇ×Ａ４で求め
ることができる。種別の異なる車両が共通に走行したリンクを特定するとともに、特定し
たリンクでのエネルギー効率の大小を示す種別係数を算出することにより、ある種別の車
両が走行していない対象リンクが存在しても、当該種別の車両の当該対象リンクでの評価
値を求めることができ、道路網の隅々まで評価値（燃費係数）を求めることが可能となる
。
【００５９】
　なお、図４の例では、燃費係数（評価値）を求める構成であったが、これに限定される
ものではなく、燃費又は電費（エネルギー効率）を求めることもできる。この場合、評価
値算出部１６は、種別係数算出部１８で算出した種別係数Ｇ及び対象リンク（図４の例で
は、リンク１、２、４）で算出した一の種別の車両（図４の例では、車両Ｃ１）のエネル
ギー効率（燃費又は電費）に基づいて、当該対象リンク（図４の例では、リンク１、２、
４）での他の種別の車両（図４の例では、車両Ｃ２）のエネルギー効率（燃費又は電費）
を算出することになる。
【００６０】
　上述の例では、２つのリンク間、あるいは基準リンクと対象リンクとの間、評価値が算
出されたリンクと算出されていないリンクとの間で評価値を算出する構成であったが、評
価値を算出する前にリンクのカテゴリー（例えば、平坦リンク、上り坂リンク、下り坂リ
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ンクなど）を判定し、判定結果を用いて評価値を算出することもできる。以下、この点に
ついて説明する。
【００６１】
　まず、リンクのカテゴリーの判定方法について説明する。区間判定部１４は、区間判定
手段としての機能を有し、リンクでのエネルギー効率（燃費又は電費）及び所定の閾値に
基づいて、当該リンクが平坦リンク、上り坂リンク又は下り坂リンクのいずれであるかを
判定する。
【００６２】
　上り坂リンクとは、車両の走行方向に沿って道路が上り坂となっているリンクであり、
下り坂リンクとは、車両の走行方向に沿って道路が下り坂となっているリンクである。従
って、同じ道路区間でも、車両の走行方向によっては上り坂リンクであり、かつ下り坂リ
ンクでもある。
【００６３】
　図５は本実施の形態の評価値算出装置１００によるリンクのカテゴリーの判定例を示す
説明図である。図５に示すように、例えば、基準リンクの燃費をａとした場合、あるリン
ク（対象リンク）の燃費がａ±２％以内の場合は当該リンクを平坦リンクと判定する。ま
た、あるリンクの燃費がａ-２％より小さい場合は当該リンクを上り坂リンクと判定する
。また、あるリンクの燃費がａ＋２％より大きい場合は当該リンクを下り坂リンクと判定
することができる。なお、所定の閾値は適宜設定することができる。エネルギー効率と閾
値とを比較することにより、道路網の中のごくわずかな基準リンクでの燃費又は電費が分
かれば、他の多くのリンクがどのようなリンクであるか、すなわち、平坦リンク、上り坂
リンク又は下り坂リンクの別を判定することができる。
【００６４】
　次に、リンクのカテゴリーに基づいて、当該リンクを評価値算出の対象とするか否かの
方法について説明する。区間除去部１９は、評価値算出除外手段としての機能を有し、対
象リンクでのエネルギー効率（燃費又は電費）が所定の効率閾値より大きい場合、当該対
象リンクを評価値の算出区間から除外する。
【００６５】
　エネルギー効率（燃費又は電費）が所定の効率閾値より大きいリンクは、例えば、図５
で例示した下り坂リンクである。下り坂リンクでは、車両のエンジンブレーキ又は回生エ
ネルギーなどの要因が発生するため、エネルギー消費のメカニズムが、平坦リンク、上り
坂リンクなどと比較して異なると考えられるので評価値を正しく求めることができない。
そこで、エネルギー効率が所定の効率閾値より大きいリンクを評価値算出の対象から除外
することにより、精度良く評価値を算出することができる。
【００６６】
　これにより、評価値を算出するリンクは、上り坂リンク同士、平坦リンク同士、あるい
は上り坂リンクと平坦リンクとの間で算出することになる。エネルギー消費のメカニズム
が同等のリンク間で評価値を算出することになるので、精度良く評価値を算出することが
できる。
【００６７】
　なお、下り坂リンクをすべて評価値の算出対象から除外する構成に代えて、下り坂のう
ち、所定の効率閾値よりもさらに燃費が改善されたリンクを、燃料又は電力を消費しない
リンクとして特定し、特定したリンクを評価値の算出対象から除外してもよい。この場合
、燃料又は電力を消費しないリンクに該当しない下り坂リンクは、評価値の算出対象とな
る。
【００６８】
　また、リンクのカテゴリーの判定には、以下の条件の少なくとも１つを補助的に用いる
こともできる。（１）カテゴリーを判定するリンクが、すでにカテゴリーが判定されてい
るリンクと同じ方向である場合（すなわち、リンクの方向が同じ場合）、既に判定済みの
カテゴリーと同じカテゴリーであると判定する。（２）カテゴリーを判定するリンクが、
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すでにカテゴリーが判定されているリンクと逆方向である場合（すなわち、リンクの方向
が逆である場合）、既に判定済みのカテゴリーが上り坂リンクであれば下り坂リンクと判
定し、既に判定済みのカテゴリーが下り坂リンクであれば上り坂リンクと判定し、既に判
定済みのカテゴリーが平坦リンクであれば平坦リンクと判定する。（３）車両がハイブリ
ッド車又は電気自動車である場合、回生エネルギーが発生したリンクを下り坂リンクと判
定する。（４）ＧＰＳ測位により、リンクの始点と終点で高度差が閾値より大きい場合に
は、上り坂リンク又は下り坂リンクと判定する。
【００６９】
　また、評価値をさらに精度よく算出するために、リンクが以下のような条件を満たす場
合には、当該リンクを評価値算出の対象から除外することができる。
【００７０】
　第１の条件は、例えば、車両情報取得部１１は、車両の速度を含む走行状態に関する車
両情報を収集する。区間除去部１９は、時間算出手段としての機能を有し、対象リンクで
の車両の停止時間又は旅行時間を算出する。停止時間は、対象リンクを走行する間に停止
した時間の合計であり、例えば、車両の速度が所定の速度閾値以下となった時間により算
出することができる。また、旅行時間は、対象リンクを通行するのに要した時間である。
【００７１】
　区間除去部１９は、算出した停止時間が所定の停止時間閾値より大きい場合、又は旅行
時間が所定の旅行時間閾値より大きい場合、当該対象リンクをエネルギー効率の算出対象
から除外する。
【００７２】
　停止時間又は旅行時間がそれぞれの閾値より大きい場合には、例えば、渋滞等が発生し
ていると考えられる。そして、渋滞が発生している状況では、車両の走行状態も変化し、
燃費又は電費の大小にも無視できない影響を与える。そこで、停止時間又は旅行時間がそ
れぞれの閾値より大きい場合には、エネルギー効率の算出に無視できない要因が入ること
を防止すべく当該対象リンクを除外する。これにより、車両の走行状況に影響されずに精
度良くエネルギー効率又は評価値を算出することができる。
【００７３】
　なお、停止時間に代えて、あるいは停止時間とともに停止回数を用いることもできる。
この場合、リンクでの停止回数が所定の回数閾値より大きい場合には、当該リンクをエネ
ルギー効率の算出対象から除外する。停止時間は短くても停止する頻度が多いリンクでは
、頻繁に加減速を行うことになり、運転の個人差が顕著になる可能性が高いからである。
【００７４】
　次に、第２の条件は、例えば、車両情報取得部１１は、車両の加速度を含む走行状態に
関する車両情報を収集する。区間除去部１９は、対象リンクでの車両の加速度が所定の加
速度閾値より大きい場合、当該対象リンクをエネルギー効率の算出対象から除外する。
【００７５】
　ある車両の加速度が所定の加速度閾値より大きい場合には、例えば、当該車両が他の車
両を追い越したと考えられる。そして、追い越しが発生している状況では、車両の走行状
態も変化し、また、運転の個人差によっても燃費又は電費の大小にも無視できない影響を
与える。そこで、加速度が閾値より大きい場合には、エネルギー効率の算出に無視できな
い要因が入ることを防止すべく当該リンクを除外する。これにより、車両の走行状況に影
響されずに精度良くエネルギー効率又は評価値を算出することができる。
【００７６】
　次に、算出した評価値に基づいてリンクの勾配を特定する方法について説明する。図６
は本実施の形態の評価値算出装置１００によるリンクの勾配の特定方法の一例を示す説明
図である。記憶部１２には、評価値に対応付けたリンクの勾配を記憶する。リンクの勾配
は、例えば、上り坂又は下り坂などの角度である。
【００７７】
　図６に示すように、例えば、評価値（燃費係数又は電費係数）を値の大小によって区分
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けし、それぞれの区分けに対応する勾配が、平坦な区間（平坦区間）であれば０度、上り
坂の区間（上り坂区間）であれば１度、２度、…、また、下り坂の区間（下り坂区間）で
あれば-１度、-２度、…のように対応付けることにより、評価値とリンクの勾配とを対応
付けておく。図６の例では、燃費係数が（Ａ-ΔＡ）～（Ａ＋ΔＡ）の範囲では、勾配は
０度であり、燃費係数が（Ａ-２ΔＡ）～（Ａ-ΔＡ）の範囲では、勾配は１度であり、燃
費係数が（Ａ＋ΔＡ）～（Ａ＋２ΔＡ）の範囲では、勾配は-１度である。
【００７８】
　勾配特定部１７は、特定手段としての機能を有し、算出されたリンクでの評価値に基づ
いて記憶部１２を参照して、評価値に対応付けられた勾配を特定することにより、当該リ
ンクの勾配を特定する。これにより、道路網の各リンクの勾配を網羅的に把握することが
できる。
【００７９】
　次に、本実施の形態の評価値算出装置１００の動作について説明する。図７は本実施の
形態の評価値算出装置１００による評価値算出の処理手順の一例を示すフローチャートで
ある。以下では、処理の主体を制御部１０として説明する。制御部１０は、車両情報（プ
ローブ情報）を収集し（Ｓ１１）、道路網の各リンクでの燃費を算出する（Ｓ１２）。な
お、ガソリン車又はハイブリッド車以外の電気自動車の場合には、電費を算出する。
【００８０】
　制御部１０は、車両が走行した道路網の中で基準リンクを設定する（Ｓ１３）。基準リ
ンクは、燃費係数を算出する際の基準となるリンクであり、例えば、平坦なリンクであっ
て、燃費が実測されているようなリンクである。なお、基準リンクとしては、多くの車両
が走行したリンクを選択することもできる。すなわち、車両の走行台数が多い順に所要数
のリンクを基準リンクとして選択することができる。これにより、少ない数の基準リンク
を設定するだけで、他の多くのリンクの燃費係数を網羅的に求めることが可能となる。
【００８１】
　制御部１０は、各リンクのカテゴリー（例えば、平坦リンク、上り坂リンク、下り坂リ
ンクなど）を判定し（Ｓ１４）、下り坂リンクの有無を判定する（Ｓ１５）。下り坂リン
クがある場合（Ｓ１５でＹＥＳ）、制御部１０は、下り坂リンクを燃費係数算出の対象リ
ンクから除外する（Ｓ１６）。
【００８２】
　下り坂リンクがない場合（Ｓ１５でＮＯ）、制御部１０は、ステップＳ１６の処理を行
わずに、後述のステップＳ１７の処理を行う。制御部１０は、基準リンク及び対象リンク
での燃費に基づいて、対象リンクの燃費係数を算出し（Ｓ１７）、算出した燃費係数に基
づいて対象リンクの勾配を特定する（Ｓ１８）。
【００８３】
　制御部１０は、すべてのリンクについて処理を終了したか否かを判定し（Ｓ１９）、処
理を終了していない場合（Ｓ１９でＮＯ）、ステップＳ１７以降の処理を続け、すべての
リンクについて処理が終了した場合（Ｓ１９でＹＥＳ）、処理を終了する。
【００８４】
　評価値算出装置１００は、ＣＰＵ、ＲＡＭなどを備えた汎用コンピュータを用いて実現
することもできる。すなわち、図７に示すような、各処理手順を定めたコンピュータプロ
グラムをＤＶＤなどの記録媒体に記録しておく。そして、当該記録媒体に記録したコンピ
ュータプログラムを光ディスク装置等で読み込ませることにより、コンピュータに備えら
れたＲＡＭにロードし、コンピュータプログラムをＣＰＵで実行することにより、コンピ
ュータ上で評価値算出装置を実現することができる。
【００８５】
　本実施の形態の評価値算出装置１００に経路探索機能を具備することもできる。図１に
おいて、入力情報取得部２０は、目的地を設定する目的地設定手段としての機能を有し、
利用者が目的地を設定することができる。
【００８６】
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　経路特定部２１は、経路特定手段としての機能を有し、車両の位置（例えば、出発地、
現在地など）から設定された目的地までのリンクそれぞれで算出した評価値に基づいて、
目的地までの経路を特定する。
【００８７】
　図８は本実施の形態の評価値算出装置１００による経路特定の一例を示す説明図である
。図８に示すように、車両の出発地又は現在地点から目的地までの経路が複数存在すると
する。図８の例では、経路Ｓ１、Ｓ２が存在する。この場合、経路特定部２１は、それぞ
れの経路Ｓ１、Ｓ２に含まれる各リンクでの評価値（燃費係数又は電費係数）の合計値が
最も大きい（燃費又は電費が最も良い）経路を特定する。例えば、経路Ｓ１での燃費係数
の合計値をＡｒ１、経路Ｓ２での燃費係数の合計値をＡｒ２とすると、Ａｒ１＞Ａｒ２の
場合には、経路Ｓ１を最終経路として特定する。また、Ａｒ２＞Ａｒ１の場合には、経路
Ｓ２を最終経路として特定する。これにより、目的地までの燃料消費（電力消費）を予想
することができるとともに、最も効率のよい経路を特定することができる。
【００８８】
　また、評価値が算出された各リンクで収集された車両情報（プローブ情報）から、車両
の種別（車クラス）毎に、車載量、電装品の使用状況によってグループ分けを行い、各グ
ループでの燃費又は電費、あるいは燃費係数又は電費係数を対応付けて記憶しておき、対
象車両の燃料消費又は電力消費の予測を行うこともできる。
【００８９】
　すなわち、車両情報取得部１１は、車両の車載量又は車載品の使用状況を含む諸量に関
する車両情報を収集する。車両の車載量は、搭載した荷物の重量、搭乗員の重量（又は搭
乗員数）などである。なお、車載量は、車両に設けられたセンサ等で検知すればよい。車
載品は、例えば、電装品であり、エアコン、オーディオ、ヘッドライト等である。
【００９０】
　記憶部１２は、評価値と諸量とを対応付けた評価値データベースを記憶する。図９は本
実施の形態の評価値データベースの構成の一例を示す模式図である。図９に示すように、
各リンクについて、車クラス毎に、車載量をいくつかの区分（図９の例では、２０ｋｇ毎
）に分け、車載品（電装品）の使用状況をいくつかの区分（図９の例では、１ｋｗ毎）に
分けたマトリクスを生成し、マトリクスの各要素に評価値（図９の例では、Ａ１１、Ａ１
２、…、Ａ２１、Ａ２２、…）を割り当てることにより、評価値と諸量とを対応付けるこ
とができる。
【００９１】
　車両情報取得部１１は、諸量取得手段としての機能を有し、経路を特定する対象車両の
諸量を取得する。経路特定部２１は、取得された諸量を用いて記憶部１２の評価値データ
ベースを検索することにより、各リンクでの評価値を特定する。そして、経路特定部２１
は、特定した評価値が、例えば、最も大きい経路を特定する。
【００９２】
　すなわち、車両の出発地又は現在地点から目的地までの経路が複数存在する場合、それ
ぞれの経路に含まれる各リンクでの対象車両が具備する諸量（搭載量、電装品の使用状況
など）に対応する評価値の合計値が最も大きい（燃費又は電費が最も良い）経路を特定す
る。これにより、車両の状態（諸量）に応じて、最も効率のよい経路を特定することがで
きる。
【００９３】
　なお、本実施の形態の評価値算出装置１００において、入力情報取得部２０、経路特定
部２１は、必須の構成ではない。例えば、評価値算出装置１００で算出した評価値を車両
の車載機へ送信し、車載機で経路特定を行うこともできる。
【００９４】
　上述のように、本実施の形態によれば、初期設定として数か所、燃費又は電費を実測し
たリンクを基準リンクとして与えるだけで、基準リンクを含んだ道路網を走行した車両の
車両情報から、評価値としての燃費係数又は電費係数が不明の対象リンクに対して、基準
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リンクでの燃費と対象リンクでの燃費の比から、対象リンクの燃費係数又は電費係数を算
出することができる。
【００９５】
　また、評価値（燃費係数又は電費係数）が算出されたリンクを基準リンクと同様に扱う
とともに、評価値が算出されていないリンクと評価値が算出済みのリンクとを同一トリッ
プ（１回の走行）に含んだ車両情報を用いて、評価値が算出されていないリンクと評価値
が算出済みのリンクそれぞれの燃費の比に基づいて、評価値が算出されていないリンクの
評価値を次々と算出することができるので、道路網の隅々まで網羅的に評価値を算出する
ことが可能となる。
【００９６】
　また、燃費係数又は電費係数の如く、車クラスに関わらず、各リンクの評価値を一意的
に算出することができるので、あるクラス（種別）の車両が走行していないリンクにおい
ても、当該種別の車両が走行したときの評価値を求めることができるので、評価値が算出
されたリンクであれば、車両の種別に関わらず燃費計算を行うことができる。
【００９７】
　また、リンクと当該リンクの勾配とを関連付けた地図情報が存在しないときでも、従来
よりも高い精度で燃費計算を行うことができる。また、車載量又は電装品の使用状況など
車両の諸量が変化した場合でも、燃費係数又は電費係数の如く燃費の比に基づく評価値を
用いるので、燃費計算を行うことができる。
【００９８】
　また、本実施の形態により、日本中に張り巡らされた莫大な数の道路について、実測等
の手段で各道路の勾配を算出する必要がない。
【００９９】
　また、従来のように、平均値などの統計的情報を用いて道路の勾配を算出する際には、
統計に使用されるデータには、車両の種別、燃費、速度、加速度、車載量等の多くの変数
が含まれる。このため、変数を絞り込むためには、同じ変数のデータを用いる必要があり
、結果として対象リンクを走行した多数の車両のデータが必要となるため、道路網の隅々
まで勾配を算出することはできなかった。しかし、本実施の形態によれば、このような問
題もない。
【０１００】
　また、渋滞時、あるいは車両の停止前後の運転者の個性により、燃費又は電費の大小は
影響を受けるため、走行の際に必要となるエネルギーを理論式から求めることは困難であ
る。しかし、本実施の形態によれば、理論式を用いるまでもなく、評価値を算出すること
ができる。
【０１０１】
　開示された実施の形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０　制御部
　１１　車両情報取得部
　１２　記憶部
　１３　エネルギー効率算出部
　１４　区間判定部
　１５　基準区間設定部
　１６　評価値算出部
　１７　勾配特定部
　１８　種別係数算出部
　１９　区間除去部
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　２０　入力情報取得部
　２１　経路特定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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